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TEL 0848（22）8385 FAX 0848（20）0120

行事等の申し込み・お問い合わせは ☎ 0848（22）8385へ

ボランティア講習会受講生募集ボランティア講習会受講生募集
～講習会修了後はボランティアとして活躍しよう～

手話通訳者奉仕員養成講座（入門・基礎）
～手話を学びボランティアをはじめませんか～
日　時　5月16日～3月5日　19：00～21：00
　　　　毎週木曜日（全35回）
場　所　総合福祉センター
※参加費（テキスト代）として3,240円が必要です。

点字1日体験講座
　点字ってどんなもの？と思われている方や点訳ボラン
ティアに興味のある方、ぜひ一度体験してみませんか。
たくさんの参加お待ちしています。

日　時　5月8日（水）　10：00～12：00
場　所　総合福祉センター

朗読講習会
～目の不自由な方に、あなたの声で　　　
　　　多くの情報を届けていきませんか～

■向　島
　日時　6月14日～10月25日　10：00～12：00　　　
　　　　第2・第4金曜日（全10回）
　場所　向島愛あいセンター

■御　調
　日時　5月30日～8月8日　13：30～15：00
　　　　毎週木曜日（全5回）
　場所　みつぎいこい会館

※参加費（テキスト代）として300円が必要です。

要約筆記者養成講座
～耳の不自由な人へ文字で伝えるボランティア～
■尾　道
　日時　6月1日～10月26日　13:30～15:00
　　　　第1・第3土曜日
　場所　総合福祉センター

■御　調
　日時　5月22日～10月23日　15:30～16:30
　　　　第2・第4水曜日
　場所　みつぎいこい会館

手話講習会（入門）
■尾　道
　日　時　5月17日～9月13日
　　　　　10：00～12：00
　　　　　毎週金曜日（全17回）
　場　所　総合福祉センター

■向　島
　日　時　5月22日～9月18日
　　　　　19：00～21：00　　　　
　　　　　毎週水曜日（全17回）
　場　所　向島愛あいセンター

■御　調
　日　時　5月11日～7月20日
　　　　　13：30～15：30
　　　　　毎週土曜日（全10回）
　場　所　みつぎいこい会館

■因　島
　日　時　5月20日～9月30日
　　　　　19：00～20：30
　　　　　毎月月曜日（全10回）
　場　所　土生公民館

※参加費（テキスト代）として3,240円が必要です。

点字講習会
～点字を学びボランティアをはじめませんか～

■尾　道
　日時　5月15日～7月17日　10：00～12：00
　　　　毎週水曜日（全10回）
　場所　総合福祉センター

■向　島
　日時　6月13日～11月28日　19：00～21：00
　　　　第2・第4木曜日（全10回）
　場所　向島愛あいセンター

■因　島
　日時　5月8日～10月23日　18：30～20：00
　　　　第2・第4水曜日（全10回）
　場所　因島市民会館

※参加費　テキスト代として1,080円が必要です。

上記ボランティア講習会・点字1日体験講座の申込みは、☎ 0848（22）8385へ

1名の申込でも講座を開講いたします。

　
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
連

絡
協
議
会
が
主
催
す
る
「
平
成

30
年
度
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ

ラ
バン
報
告
会
」が
２
月
２
日（
土
）

東
京
都
千
代
田
区
の
砂
防
会
館

で
開
催
さ
れ
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
回
数
が
住

民
キ
ャ
ラ
バン
・
メ
イ
ト
部
門
で
年

間
22
回
（
累
計
講
座
開
催
回
数

１
８
５
回
）の
講
座
を
開
催
し
、

全
国
１
位
で
あ
る
と
し
て
、
尾
道

市
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

連
絡
会
の
川
原
マ
リ
コ
さ
ん
が
全

国
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度

表
彰
さ
れ
た
小
林
富
美
子
さ
ん
に

続
き
、
２
年
連
続
で
尾
道
市
の

キ
ャ
ラ
バン
・
メ
イ
ト
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
尾
道
市
で
は
、
認
知
症
の
人
や

家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
で
き

る
だ
け
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
、
認
知
症
を
正
し
く
理

解
し
認
知
症
の
人
の
気
持
ち
に
寄

り
添
い
な
が
ら〝
地
域
ぐ
る
み
で

支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
〞を
進
め

て
い
ま
す
。
各
地
域
で
は
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー（
オ
レ
ン
ジ
メ
イ
ト
）

が
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ（
認
知
症
カ

フ
ェ
）
を
開
設
し
開
催
す
る
な
ど
、

地
域
で
つ
な

が
り
支
え
合

う
輪
が
少
し

ず
つ
拡
が
って

い
ま
す
。

　
現
在
、
尾
道
市
内
に
21
か
所
の
オ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ（
認
知
症
カ
フ
ェ
）
が
開
設
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
３
月
27
日
（
水
）に
は
、
原
田
町
の
高
齢

者
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ひ
か
り
苑
リ
ラ
ッ
ク
ス

ル
ー
ム
を
会
場
に「
ひ
か
り
カ
フ
ェ
」
が
オ
ー

プ
ン
し
、
約
40
名
の
参
加
者
が
情
報
交
換

や
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
尾
道
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、新
規
カ
フ
ェ
の
立
ち
上
げ
・
運

営
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
尾
道
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
８
４
８（
22
）８
３
８
５

「
尾
道
市
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
連
絡
会
」の
活
動

表彰式に参加の川原マリコさん

講
座
開
催
回
数

上
位
キ
ャ
ラ
バ
ン

・
メ
イ
ト
と
し
て

２
年
連
続

全
国
表
彰
!!

キャラバン・メイトの皆さんと！

「サポーターになったよ！」(三成小)

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

行って
   みよう！！

始めて
   みよう！！

（
矢
吹
知
之
／
ベ
レ・ミ
ー
セ
ン
編
著 

認
知
症
カ
フ
ェ
企
画
・
運
営
マ
ニュ
ア
ル
よ
り
抜
粋
）

　
地
域
の
人
が
認
知
症
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
、ひ
と
り
の
地

域
住
民
と
し
て
支
え
合
う
た
め

の
つ
な
が
り
の
場
で
あ
り
、そ
の
た

め
に
必
要
な
情
報
交
換
が
行
わ

れ
る
場
で
す
。こ
れ
ま
で
の
活
動

と
の
大
き
な
違
い
は
、子
ど
も
か

ら
大
人
、高
齢
者
と
いっ
た
世
代

の
枠
を
超
え
て
、認
知
症
で
あ
る

か
そ
う
で
な
い
か
と
い
う
線
引
き

を
せ
ず
、誰
も
が
参
加
で
き
る
間

口
の
広
さ
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、

ど
ん
な
人
で
も
受
け
入
れ
る
ハ
ー

ド
ル
の
低
さ
が
あ
り
ま
す
。「
支

援
す
る
、支
援
さ
れ
る
」と
い
う

関
係
で
は
な
く
、水
平
の
関
係
で
、

専
門
職
も
一
緒
に
情
報
交
換
を

行
う
、「
認
知
症
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
た
集
ま
り
で
す
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ（
認
知
症
カ
フ
ェ
）の
特
徴



御調支所 ☎ 0848（76）1231　　　向島支所 ☎ 0848（45）2113 行事の申し込み・お問い合わせは ☎ 0848（22）8385へ

（敬称略）

赤い羽根共同募金へ
ご協力いただいた企業・団体

（平成31年1月21日～平成31年3月20日受付分）

山本　　篤  金一封
匿　　　名 （２件） 金一封

尾道市災害義援金
（平成31年1月21日～平成31年3月20日受付分）
（敬称略・順不同）

ご協力ありがとうございました

尾道　（有）林原工業

日　時　４月17日（水）13：30～15：30
場　所　総合福祉センター４階大会議室
講　演　｢認知症と共に生きるということ｣
講　師　認知症本人のための相談窓口「おれんじドア」代表
　　　　公益社団法人認知症の人と家族の会宮城県支部会員
　　　　日本認知症ワーキンググループメンバー
　　　　自動車販売会社ネッツトヨタ仙台勤務
　　　　丹野 智文 氏
　　　　（39歳の時に「若年性アルツハイマー型認知症」と診断される）
申し込み　必要
主　催　広島県認知症指導者会 尾三ブロック
後　援　尾道市
申込み・問い合わせ先　広島県認知症指導者会
　　　　　　　　　　担当　☎080-1640-7293（川原）

（平成31年1月21日～平成31年3月20日受付分）

【本所受付分】

（1月分）

冨保　誠司 （吉和町　亡父　泰） 金一封
山根　武士 （浦崎町　亡妻　敏子） 100,000
岡田　善孝 （木ノ庄町　亡母　美耶子） 金一封
檀上　洋子 （浦崎町　亡夫　正好） 金一封
笹井　冽子 （美ノ郷町　亡夫　功） 金一封
髙山　勝登 （原田町　亡妻　邦子） 金一封
津田　　悟 （美ノ郷町　亡父　昭） 金一封
山戸　秀徳 （美ノ郷町　亡母　オカツ） 金一封

（2月分）

後藤  芳久 （日比崎町　亡母　道子） 金一封
内正　好彦 （木ノ庄町　亡母　ミネコ） 金一封
下谷　正博 （木ノ庄町　亡父　一眞） 100,000
高垣　一夫 （木ノ庄町　亡母　幸子） 金一封
寺岡　英樹 （山波町　亡父　髙茂） 金一封
砂村　康治 （栗原町　亡母　喜多子） 金一封
松若　喜子 （浦崎町　亡夫　武士） 金一封
中村　　勉 （原田町　亡義父　神原輝三） 金一封
吉原　美代 （向東町　亡夫　正典） 金一封
姥迫　憲吾 （美ノ郷町　亡父　稔） 金一封
浜本マス子 （向東町　亡夫　孝夫） 金一封
石本　久夫 （向東町　亡妻　京子） 金一封
高垣　哲也 （木ノ庄町　亡父　裕人） 金一封
原　あけみ （美ノ郷町　亡弟　殿山義信） 金一封
佐藤　義輝 （原田町　亡妻　シヅエ） 金一封
井上　睦仁 （高須町　亡母　敦子） 金一封
平岡　良和 （潮見町　亡父　久義） 金一封

（3月分）

田頭　和典 （浦崎町　亡父　謙蔵） 金一封
髙須　澄子 （原田町　亡夫　圭） 金一封
藤井　新三 （向東町　亡父　信雄） 金一封
豊田　寿生 （浦崎町　亡父　祝弘） 金一封
山本　朝子 （向東町　亡夫　豊） 金一封
三浦佐智子 （山波町　亡母　直枝） 100,000

【御調支所受付分】

（1月分）

堀川　初子 （木ノ庄町　亡父　掛定） 金一封

（2月分）

日野　定芳 （御調町本　亡母　ヒサヱ） 金一封
寅丸　浩志 （御調町大田　亡伯母　タヅエ） 金一封

川上　眞治 （御調町今田　亡母　八千代） 金一封

（3月分）

下久吉賢司 （御調町津蟹　亡父　義隆） 金一封
田中　久勝 （御調町市　亡父　緑） 金一封
植田　　稔 （御調町大塔　亡母　信永春美） 金一封

【向島支所受付分】

（1月分）

村上　靖子 （向島町　亡夫　繁二） 金一封
髙原　　稔 （向島町　亡母　年枝） 金一封
西部　信子 （向島町立花　亡妹　林アケミ） 金一封
井上　和朗 （向島町　亡母　美子） 金一封
髙原　博和 （向島町　亡母　ミトリ） 金一封
西垣内紀子 （向島町　亡夫　一） 金一封
小田切良子 （向島町立花　亡夫　清） 30,000
匿　　　名 （1件） 金一封

（2月分）

吉兼　忠則 （向島町　亡母　タツ子） 金一封
槇　　一彦 （向島町立花　亡父　幹夫） 金一封
小口　義孝 （向島町岩子島　亡父　信雄） 金一封
藤田総一郎 （向島町　亡父　廣） 金一封
髙橋　秀明 （向島町　亡母　ヒデコ） 金一封
半田　豊子 （向島町　亡夫　敬士） 金一封
松見　紀子 （向島町　亡夫　増之） 金一封
稲荷　辰彦 （向島町　亡母　タケヨ） 金一封
匿　　　名 （1件） 金一封

（3月分）

烏星　慶行 （向島町岩子島　亡母　幸枝） 金一封
舟橋　敬二 （向島町　亡父　富三） 金一封
本村　博三 （向島町　亡母　ハスノ） 50,000
新田　　兌 （向島町　亡長男　剛士） 金一封

【因島支所受付分】

（2月分）

宮地　豊子 （因島中庄町　亡母　百合子） 金一封
酒井　稔裕 （因島大浜町　亡母　テツ子） 金一封
酒井　義英 （因島大浜町　亡妻　八重子） 金一封

（3月分）

村上　哲朗 （因島中庄町　亡母　八重子） 金一封
中河　清志 （因島中庄町　亡母　ミサコ） 金一封
青木　章子 （因島大浜町　亡夫　亮介） 金一封

【瀬戸田支所受付分】

（2月分）

荻谷　純子 （瀬戸田町高根　亡夫　利博） 金一封
中村　勝志 （瀬戸田町荻　亡父　利男） 金一封
金本千鶴惠 （瀬戸田町福田　亡夫　秀喜） 金一封
金本　裕之 （瀬戸田町福田　亡父　好孝） 金一封
川原　洋美 （瀬戸田町荻　亡母　清子） 金一封
松本　和男 （瀬戸田町中野　亡父　忠） 金一封

一般寄付

天女浜地区有志（向東町） 2,131
匿　　　名 （2件） 金一封

市社協指定寄付金（計） 638,000

地区社協指定寄付金（計） 1,415,131

団体会員

瀬戸田町身体障害者福祉協会

賛助会員

（株）カタオカ
広島県小中企業家同友会尾道支部青年部会
鷲見　勝司
井川　　等

市社協の運営に対しまして、ご理解とご協力を
いただきました賛助会員・団体会員の方々です。
（平成31年1月21日～平成31年3月20日受付分）

（敬称略）

平成31年度 尾道市社会福祉協議会の事業計画と予算の概要

平
成
31
年
度

　一
般
会
計

会費ご協力
ありがとうございました
会費ご協力
ありがとうございました
会費ご協力
ありがとうございました

　
我
が
国
は
、
少
子
化
、
高

齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
、
労

働
力
人
口
の
減
少
、
加
え
て

地
方
は
過
疎
化
と
い
う
大
き

な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
が
抱
え
る

生
活
課
題
も
多
様
化
、
複
雑

化
し
て
お
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
が
困

難
な
中
、
地
域
で
暮
ら
す
全

て
の
人
が
い
き
い
き
と
幸
せ
な

生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
住

民
同
士
の
支
え
合
い
や
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
の
強
化
が

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
で
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
制
度
が
進
め

ら
れ
、
地
域
を
基
盤
と
し
た

事
業
展
開
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
役

割
も
大
き
く
な
って
い
ま
す
。

　
尾
道
市
で
も
昨
年
の
７
月

豪
雨
災
害
で
は
、
多
く
の
方
々

が
被
災
さ
れ
６
０
０
件
を
上

回
る
家
屋
被
害
が
発
生
し
、

未
だ
不
自
由
な
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
世
帯
も
あ
り
ま

す
。
本
会
で
は
、
市
か
ら
の

受
託
事
業
と
し
て
、
支
え
合

い
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
お
り
、

引
き
続
き
被
災
さ
れ
た
方
々

を
見
守
り
安
定
し
た
生
活
を

取
り
戻
さ
れ
る
よ
う
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら

取
組
ん
で
い
る
生
活
支
援
体

制
整
備
事
業
は
継
続
し
て
事

業
展
開
を
行
い
ま
す
。
日
本

財
団
か
ら
の
助
成
事
業
で
あ

る
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
事
業
に

お
い
て
は
２
拠
点
を
運
営
し
て

お
り
、
充
実
し
た
運
営
に
努

め
ま
す
。
引
き
続
き
、
市
か

ら
の
受
託
事
業
で
あ
る
学
習

支
援
事
業
・
認
知
症
カ
フ
ェ

推
進
事
業
に
も
積
極
的
な
事

業
展
開
を
行
い
、
小
地
域
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
事
業
、

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
な
ど
の

地
域
に
お
け
る
関
係
者
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
推
進
し
、
身

近
な
地
域
で
の
見
守
り
や
話

し
相
手
な
ど
の
生
活
支
援
が

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
権
利
擁
護
事
業
や

認
知
症
見
守
り
事
業
、
子
育

て
支
援
事
業
、
住
民
参
加
型

有
料
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
を

実
施
し
て
、
市
民
の
理
解
を

深
め
、
地
域
福
祉
活
動
へ
の

市
民
参
加
と
協
力
体
制
の
充

実
を
図
って
ま
い
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
所
に
お
い

て
は
人
材
確
保
等
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
と
す

こ
と
な
く
、
関
係
機
関
や
地

域
住
民
等
と
連
携
し
な
が
ら

自
立
支
援
に
資
す
る
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供

し
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
事

業
所
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
効
率
性
・
収
益
性

を
意
識
し
て
拠
点
の
集
約
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

丹野 智文氏　認知症講演会
【広島県認知症介護実践リーダーフォローアップ研修】

総額  763,971千円前期末支払資金残高
5,290千円（0.7％）

積立資産取崩収入
35,025千円（4.6％）

その他の活動による収入
7,248千円（0.9％）

その他の収入
2,505千円（0.3％）

受取利息配当金収入
7,082千円（0.9％）

障害福祉サービス収入
46,342千円（6.1％）

会費収入
8,697千円（1.1％）

法人運営事業
137,595千円
（18.0％）

地域福祉事業
224,487千円
（29.4％）

寄附金収入
6,619千円（0.9％）

補助金収入
132,619千円
（17.4％）

受託金収入
170,570千円
（22.3％）

事業収入
3,167千円（0.4％）

負担金収入
5,003千円（0.7％）

支出収入 居宅介護等事業
401,889千円
（52.6％）介護保険収入

333,804千円
（43.7％）

　認知症の基礎知識や接し方を、テ
キストに添って分かりやすく学びます。
介護者の体験発表もあります。

日　時　5月29日（水）13：30～15：30
場　所　総合福祉センター ４階
　　　　集団指導室
講　師　尾道市認知症キャラバン・
　　　　メイト連絡会
参加費　100円（テキスト代）
申し込み　尾道市社会福祉協議会
　　　　☎0848（22）8385

認知症
サポーター
養成講座



因島支所 ☎ 0845（22）6562　　　瀬戸田支所 ☎ 0845（27）3846

日　時　6月２２日（土）　13：30～15：00
場　所　総合福祉センター　１階　和室
講　師　絵本読み聞かせ講師　上甲 知子さん
託　児　あり（別室）
　　　　※事前申し込み必要【6月１７日（月）締切】
申し込み　電話、窓口でお申込みください
問い合わせ　市社協　地域福祉課　☎0848（22）8385

子育て講演会『絵本で子育て講座』

　少子高齢化が進む中で、地域福祉を支えるボランティア
の存在は大きいものとなっています。しかしながら、ボランティ
アの高齢化が進み、活動者の減少や担い手不足につな
がっています。ボランティア活動を続けていくために、まずは
ボランティア自身が健康で活躍できることが大切です！
　今回の講演は、「健康」をテーマにした内容です。これ
からの人生を楽しく生きていくためにはどうしたらいいのか、
一緒に考えていきましょう。そして、ともに元気な地域を作っ
ていきましょう。

日　時　5月１１日（土）　13：10～14：15
場　所　尾道市総合福祉センター　４階　大会議室
講　師　公立みつぎ総合病院　院長　沖田 光昭さん
参加費　無料　　申込不要：どなたでも参加できます
問い合わせ
　市社協  地域福祉課　☎0848（22）8385

　ブックスタート事業で絵本の読み語りをするボランティアの
ための養成講座です。絵本の読み聞かせに興味のある方、
子どもが好きな方をお待ちしています。一緒に楽しく活動しま
しょう。

日　時　６月11日、18日、７月２日（火）　10：00～12：00
場　所　因島総合福祉保健センター（はっさく交流館）
講　師　元静岡放送アナウンサー　中司 弘子さん
　　　　ブックスタート読み語りボランティア「なのはな」  他
内　容　朗読の基礎、乳幼児との接し方、
　　　　ブックスタートについて
申込期限　６月４日（火）電話、窓口
　　　　　でお申込みください
申し込み・問い合わせ
　市社協　因島支所
　☎0845（22）6562

地域づくり講演会
「ボランティアの楽しさ＆生きがい」

～ボランティアの底力～

『読み語りボランティア養成講座 in 因島』

 暮らしの中の心配ごとや悩みごとを、専門相談員がお伺いします。お気軽にご相談ください。 
相談担当 相 談 日 時 相談内容 

法律（弁護士） 13：00～16：10（約30分） 財産・相続・金銭貸借・離婚等の法律に関すること 

法律（司法書士） 13：00～16：10（約30分） 登記・相続等の手続きに関すること 
法律（元調停委員） 

要
予
約 13：00～15：50（約40分） 離婚・相続等調停に関すること 

法律（元公証人） 13：00～16：10（約30分） 相続・遺言書に関すること 
傾聴ボランティア コスモス
（こころの悩みごと） 

4/17、5/15、6/19
毎月1日から予約受付
5/16、6/13、7/11
5/7、6/4、7/2
4/19、5/17、6/21

毎週月曜日 10：00～16：00 悩みごと、心配ごとなど、じっくりとお伺いします 

場所：総合福祉センター１階　〔予約受付：☎0848（21）0322  平日9～17時まで〕 福祉総合相談福祉総合相談福祉総合相談

【くらしサポートセンター尾道】 様 な々理由で生活にお困りの方のご相談を受け付けています。お気軽にお問い合わせください。
　受付日時　＜総合福祉センター＞月～金（祝日、12月29日から翌年1月3日までを除く）９時～16時
　　　　　　＜因島出張相談＞毎月第１水曜、第３水曜（予約制） ご相談、お問合せ　☎ 0848（21）0322

　ふれあいサービスは暮らしの中での「ちょっとした困りごと」
をお手伝いする「お互いさま」の有償ボランティア活動です。
　困ったときに、身近に手助けしてくれる人がいると安心で
すよね。
　今あなたの手助けを必要としている人のために！
　あなたが誰かの手助けを必要とする時のために！
　お互いさまの活動の輪を広げていきましょう。
　資格や経験は問いません。一緒に学び語りましょう。

日　時　5月22日（水）　10：00～11：30
場　所　因島総合福祉保健センター
　　　　（はっさく交流館内）　3階　会議室
対　象　サービス会員として因島地域で活動できる方
申込期限　5月20日（月）

申し込み・問い合わせ　
　市社協  因島支所　☎0845（22）6562

平成31年度
住民参加型

ふれあいサービス

時　間

10：00～11：30

内　容
・お互いさまの輪を広げよう！
　～子どもから、孫の世代まで安心して生活
　するために～
・住民参加型ふれあいサービス事業説明
・サ―ビス会員体験談

サービス会員養成講座  ～in因島～

安心して暮らせる「地域」を目指して
～生活介護支援サポーター養成講座～　報告&募集

　安心して住みやすい地域ってどんな地域ですか？
　5年先・10年先・20年先にも、「自分そして家族も住みやすい地域」に
ついて考え、真剣に取り組む時期に来ています。
　市社協では、住みやすい地域について考え取り組む、生活介護支援サ
ポーター養成講座を平成24年から毎年行い、現在18地区社協で80回の
講座を開催し、438名のサポーターが登録しています。
　今年度は、木頃・市・河内地区社協で講座を実施し、新たなサポー
ターが誕生しました。
　一人ひとりの思いを、地域でつなぐ事ができるように、地区社協ごとに
講座を開催し仕組みづくりのお手伝いをしています。
　安心して暮らせる地域づくり
は、自分自身のためです。
　講座開催希望の地区社協
は、早めにお問い合わせくだ
さい。

問い合わせ
　市社協　御調支所
　☎0848（76）1231

因島版わが町探究隊を終えて
　２月１日、22名の会員が『因島版わが町探究隊』として、瀬戸田を
視察研修しました。これは、尾道ボランティアネットワークで今年度
企画した『わが町探究隊しまなみ編、やまなみ編』からヒントを得て、
瀬戸田の魅力ある場所を案内して頂きました。
　この日は天気も良く、向上寺の国宝三重塔、レンタサイクル施設で
若者の寄合場所になっている汐待亭。宿泊施設にリノベーションし、
今後の町おこしに期待されているかつての豪商堀内邸の説明を聞き
ながら、レモンケーキの買い物を楽しみつつ、しおまち商店街を散策
しました。個人ではなかなか見る事の出来ない、光明坊の宝物館の

拝観や、旧南小学校の有効活用されている様子を見学するな
ど、とても有意義な研修となりました。
　参加者からは、「思いをもって島に来て、新しい風を吹かせ、
地域の活性化に向けて、一緒に活動している協力隊員がいる
のが羨ましい。」「お隣なのに初めて知った事や発見した事に
驚き感心した。」「志を同じくする仲間と交流ができ、参加して
良かった。」と大好評でした。
　１日かけて案内してくださった、地域おこし協力隊の森さん
はじめ関係者の皆さん、本当にありがとうございました。

因島ボランティア連絡協議会

木頃地区

市地区河内地区



各センター行事等の申し込み・お問い合わせは ☎ 0848（22）8385へ 各センター行事等の申し込み・お問い合わせは ☎ 0848（22）8385へ

センター事業 月曜日は休館日（申込み・問合せは火～日にお願いします）

老人福祉センター 教室案内  2019年度 ◎市内在住の60歳以上の方が対象です。

※教室は予定です。都合により変更することがあります。

　老人福祉センターは、健康づくり、仲間づくり、生きがいづくりなど外出のきっかけになる教室を開催しています。また、単発の教室も
開催します。そのつど募集します。毎月発行のおたよりをご覧ください。見学もできますので、老人福祉センターへお問い合わせください。

　日々の生活の中で“いきいきとした毎日”“きらきら輝く気持ち”を応援しています。若返りをめざして教室に参加してみませんか。
教　室　名 開催日時 内容と目的

金曜日 10：00～11：00

水曜日 10：00～11：00

第3木曜日 10：00～12：30
初回4月18日
第4土曜日 10：00～11：00
初回4月20日
年間12回　火曜日 10：00～11：15
初回4月16日
年間6回　火曜日 10：00～11：15
初回4月23日
年間24回　火・木曜日 10：00～11：00
月2回　初回4月9日（火）・25日（木）
年間7回　木曜日 10：00～11：00
初回5月9日
土曜日 9：30～10：15
初回4月6日・5月11日
火～日曜日 13：00～17：00

火～日曜日 9：00～17：00

年数回 10：00～13：00

うたごえ体操

男のストレッチ

むつみ会～ひとり暮らしのつどい～

脳もいきいき

ぽかぽか体操

じんわりストレッチ

うたを楽しもう（音楽療法）

ここからケア

お気楽クラブ（機能回復訓練室利用者対象）

囲碁・将棋クラブ

機能回復訓練

三世代交流事業

ストレッチや音楽に合わせて身体を動かしてリフレッシュ、心と身体を
元気にしてはつらつとした生活を送りましょう。
男性のための講座です。ゆっくりと身体を動かすことからはじめま
しょう。
一人暮らしの方が対象です。毎月楽しい企画で交流します。和気
あいあいとお弁当も食べます。（弁当代540円添えて事前申込必要）
まちがい探しや漢字、計算問題など解いて左脳と右脳を刺激して脳
を活性化させ、しあわせな人生を送りましょう。（当日資料代100円）
みんなで笑って楽しく身体を動かします。意欲のある仲間と励まし
合って健康になりましょう。

ゆっくりと筋を伸ばして健康意識を高めましょう。

ピアノの生伴奏に合わせて、みんなで歌を唄って五感を刺激し、心を
癒しましょう。
がんばらない体操です。自分の身体の状態を知って、機能の向上に
役立てましょう。

レクリエーションや体操を通して、利用者同士交流を深めましょう。

囲碁と将棋を楽しみ、脳を活性化しましょう。

自分の身体にあった体操を行い、リハビリにお役立てください。

小学生・親子・高齢者で季節の行事を楽しみ、交流の輪を広げま
しょう。

教　室　名 開催日時 内容と目的

第２水曜日 10：00～13：00

第２木曜日 10：00～11：30

第３水曜日 10：00～11：30

毎週金曜日 10：00～12：00
第４水曜日
（曜日の変更あり） 10：00～11：30

第２土曜日 10：00～12：30

第１日曜日 13：30～15：00

第３日曜日 10：30～11：30

年数回開催

休館日を除く毎日 9：00～17：00

あったかクッキング（障害者料理教室）

楽しむハーモニカ

うたの花束

パソコン入門

つどい

チャレンジクッキング

ふでふで工房（知的障害者のための習字クラブ）

はーとらんど

スポーツを楽しもう
機能回復訓練
※障害者手帳を持つ方、高齢者で病気やけが後
のリハビリをしたい方

旬の食材を使って身体にやさしい料理をつくります。

ハーモニカは子どもの時以来の方もどうぞ。楽しく、リハビリにも役
立ちます。　（ハーモニカのない方は要購入。）

電子ピアノの伴奏に合わせ、懐かしい童謡や歌謡曲を歌います。

パソコン初心者対象の教室です。（１年間48回で終了です。）

障害者が楽しく集えるように毎月内容をかえて開催します。

知的障害者のための料理教室です。
保護者や指導員と離れてボランティアと一緒に調理します。
知的障害者の休日の居場所づくりに役立ててください。
毛筆で書くことを楽しんでいます。
知的障害者の休日の居場所づくりに役立ててください。
楽しくおしゃべりしましょう。
「スポーツ吹き矢」「水中ウォーキング」などで楽しく身体を動かしま
しょう。

機能回復訓練室でストレッチ体操やリハビリの器械を使っての運動
ができます。

障害者福祉センター 教室案内  2019年度

同好会 （各同好会で会費が必要です。）

※材料費として参加費が必要な場合があります。　※センターの行事や天候などで予定が変更になることもあります。

教　室　名 開催日時 内容と目的

毎火曜日 10：00～12：00

毎金曜日 13：00～16：00

木曜日（月２回の開催） 13：30～15：00

栗クラブパソコン

悠々パソコン

習字同好会

パソコンの同好会です。

パソコンの同好会です。

気持ちを集中して毛筆を楽しみましょう。

お問い合わせ、申込みは尾道市障害者福祉センター  ☎０８４８（２２）８３８５ まで。

　尾道市民のみなさんに福祉センターを知っていただくために
毎月開催しています。尾道市民ならどなたでも参加できます。
※事前申し込みをしてください。

4月「二胡の音色を楽しみましょう」
　安藤さんの二胡の演奏です。二胡ならではの音色を楽しみましょう。
日　時　4月24日（水）　10：00～11：00
場　所　総合福祉センター　1階　和室
講　師　安藤美和子さん　　　　　　参加費　無料

5月「カキラ体操体験」
　福祉センター初のカキラ体操です。自分の骨格を意識して身体を
動かします。興味のある方、気軽に参加してください。
日　時　５月21日（火）　10：00～11：30
場　所　総合福祉センター　１階　和室
講　師　大津章代さん
持参物　タオル、水分補給のお茶　　　参加費　無料

よりあい広場 福祉センター事業

■児童センターの利用・登録について
　就学前のお子さまは、必ず保護者の方とご利用ください。また、
小学生になると一人で来館し、子ども自身が選び・自由に遊ぶこと
の出来る場所です。いずれも利用するには、『名前』『学校名』
『保護者の名前』『自宅の住所』『保護者の連絡先』『緊急連絡
先』などを記入する【登録】が、年度ごとに必要となります。
（４月からが新年度です。）

▼開館時間　10：00～17：00（12：00～13：00の間は閉館）
▼休 館 日　月曜日・祝日・年末年始

■児童センターのあそび
　卓球・一輪車・竹馬・けん玉・お手玉・オセロ
　KAPLAブロック・おはじきカロム・滑り台など

★子どもいけばな教室 受講生募集中！
　2019年度も池坊山陽支部の井上満成先生と進来せい子先
生の生け花教室の体験お稽古が始まります。伝統文化「華道」の
世界を体験し、おうちの中に、季節ごとのいろいろなお花を飾って、
日本の四季を楽しみましょう。
日　時　初回　5月11日（土）　月1回　土曜日　9：30～10：30
場　所　総合福祉センター　2階　会議室
講　師　池坊山陽支部　進来せい子さん、井上満成さん
参加費　10回分　7,000円（花材代、諸経費込み）
対象者　尾道市在住の小学生、中学生
定　員　50名程度
申し込み・問い合わせ　直接来館、電話にて受付中

児童センター
※尾道市在住の障害者手帳をお持ちの方が対象です。

「つどい」
　障害者手帳をお持ちの方の楽しい行き場所、居場所として
開催しています。毎月、内容がかわります。

4月「絵手紙を体験しよう」
　季節のおたよりを絵手紙で！お気軽に体験しませんか。子どもの
日をテーマに描きます。
日　時　4月24日（水）13：30～15：00
場　所　総合福祉センター　1階　作業室
講　師　高畦八重子さん
定　員　15名（定員になり次第しめきります）
参加費　100円

5月「野菜ケーキ！をつくりましょう」
　身体に優しい、目にも美しい野菜ケーキをつくりましょう。
スープ、デザートもあります。
日　時　5月22日（水）10：00～12：30  
場　所　総合福祉センター　3階　調理実習室
講　師　則信喜久子さん
定　員　15名
参加費　300円
持参物　エプロン、三角巾、ふきん、台ふき
※申込みは4/24（水）9：30～電話、窓口で受付けます。
　（定員になり次第しめきります。）

「パソコン入門」参加者募集！
　パソコン初心者の方、スイッチを入れるところからゆっくり習いま
しょう。いつからでも始めることができます。
日　時　毎週金曜日　10：00～12：00
参加費　100円/月
※パソコン持ち込みできる方、優先。

障害者福祉センター

母子・父子福祉センター

就労支援講座  受講生募集
医療事務講座
どなたでも受講できます（尾道市民・ひとり親家庭優先）
日　時　5月17日～9月13日　9：30～12：40
　　　　毎週金曜日　全17回
場　所　総合福祉センター
内　容　病院などの医療機関で働くために必要な知識や技能を

身につけ、資格取得を目指します。
講　師　㈱ニチイ学館
受講料　55,000円（テキスト代込）
　　　　※ひとり親家庭には助成あり
定　員　15名（最少遂行人数10名）
　　　　※最少遂行人数に達しない場合中止となります。
申し込み期限　5月8日（水）
事前説明会　4月19日（金）10：00～11：00
※講座の内容や資格・仕事についての説明をします。
　模擬講義も行います。（申込不要）

「ひとり親家庭の親子交流会」
～にこにこクッキング～

日　時　6月9日（日）10：00～13：00　
場　所　総合福祉センター　３階　調理実習室
参加費　一人300円（材料代）
持ち物　エプロン・三角巾・ふきん・台ふき・マスク・お茶
定　員　15組
申し込み期限　6月４日（火）

60歳からのゆったりバレエストレッチ
　優雅な動きのストレッチで、身体を柔軟にしましょう。
日　時　5月14日(火)　10:00～11:15
場　所　総合福祉センター　4階　大会議室
講　師　向井真弓さん（藤田真弓バレエ教室）
参加費　無料
持ち物　ヨガマットもしくはバスタオル
　　　　動きやすい服装・水分補給用の飲み物
※直接、会場へお越しください。

※尾道市在住60歳以上の方対象です。
※申込受付はご本人のみとさせていただきます。

老人福祉センター

※児童センターは、尾道市在住の0歳から18歳までの子どもたちを
　対象とした施設です。
　子どものための健全な施設で“あそび”を通して子どもの創造性・
　自主性・社会性を育むため色々な活動や行事を行っています。

◎市内在住の障害者手帳をお持ちの方が対象です。



各センター行事等の申し込み・お問い合わせは ☎ 0848（22）8385へ 各センター行事等の申し込み・お問い合わせは ☎ 0848（22）8385へ

センター事業 月曜日は休館日（申込み・問合せは火～日にお願いします）

老人福祉センター 教室案内  2019年度 ◎市内在住の60歳以上の方が対象です。

※教室は予定です。都合により変更することがあります。

　老人福祉センターは、健康づくり、仲間づくり、生きがいづくりなど外出のきっかけになる教室を開催しています。また、単発の教室も
開催します。そのつど募集します。毎月発行のおたよりをご覧ください。見学もできますので、老人福祉センターへお問い合わせください。

　日々の生活の中で“いきいきとした毎日”“きらきら輝く気持ち”を応援しています。若返りをめざして教室に参加してみませんか。
教　室　名 開催日時 内容と目的

金曜日 10：00～11：00

水曜日 10：00～11：00

第3木曜日 10：00～12：30
初回4月18日
第4土曜日 10：00～11：00
初回4月20日
年間12回　火曜日 10：00～11：15
初回4月16日
年間6回　火曜日 10：00～11：15
初回4月23日
年間24回　火・木曜日 10：00～11：00
月2回　初回4月9日（火）・25日（木）
年間7回　木曜日 10：00～11：00
初回5月9日
土曜日 9：30～10：15
初回4月6日・5月11日
火～日曜日 13：00～17：00

火～日曜日 9：00～17：00

年数回 10：00～13：00

うたごえ体操

男のストレッチ

むつみ会～ひとり暮らしのつどい～

脳もいきいき

ぽかぽか体操

じんわりストレッチ

うたを楽しもう（音楽療法）

ここからケア

お気楽クラブ（機能回復訓練室利用者対象）

囲碁・将棋クラブ

機能回復訓練

三世代交流事業

ストレッチや音楽に合わせて身体を動かしてリフレッシュ、心と身体を
元気にしてはつらつとした生活を送りましょう。
男性のための講座です。ゆっくりと身体を動かすことからはじめま
しょう。
一人暮らしの方が対象です。毎月楽しい企画で交流します。和気
あいあいとお弁当も食べます。（弁当代540円添えて事前申込必要）
まちがい探しや漢字、計算問題など解いて左脳と右脳を刺激して脳
を活性化させ、しあわせな人生を送りましょう。（当日資料代100円）
みんなで笑って楽しく身体を動かします。意欲のある仲間と励まし
合って健康になりましょう。

ゆっくりと筋を伸ばして健康意識を高めましょう。

ピアノの生伴奏に合わせて、みんなで歌を唄って五感を刺激し、心を
癒しましょう。
がんばらない体操です。自分の身体の状態を知って、機能の向上に
役立てましょう。

レクリエーションや体操を通して、利用者同士交流を深めましょう。

囲碁と将棋を楽しみ、脳を活性化しましょう。

自分の身体にあった体操を行い、リハビリにお役立てください。

小学生・親子・高齢者で季節の行事を楽しみ、交流の輪を広げま
しょう。

教　室　名 開催日時 内容と目的

第２水曜日 10：00～13：00

第２木曜日 10：00～11：30

第３水曜日 10：00～11：30

毎週金曜日 10：00～12：00
第４水曜日
（曜日の変更あり） 10：00～11：30

第２土曜日 10：00～12：30

第１日曜日 13：30～15：00

第３日曜日 10：30～11：30

年数回開催

休館日を除く毎日 9：00～17：00

あったかクッキング（障害者料理教室）

楽しむハーモニカ

うたの花束

パソコン入門

つどい

チャレンジクッキング

ふでふで工房（知的障害者のための習字クラブ）

はーとらんど

スポーツを楽しもう
機能回復訓練
※障害者手帳を持つ方、高齢者で病気やけが後
のリハビリをしたい方

旬の食材を使って身体にやさしい料理をつくります。

ハーモニカは子どもの時以来の方もどうぞ。楽しく、リハビリにも役
立ちます。　（ハーモニカのない方は要購入。）

電子ピアノの伴奏に合わせ、懐かしい童謡や歌謡曲を歌います。

パソコン初心者対象の教室です。（１年間48回で終了です。）

障害者が楽しく集えるように毎月内容をかえて開催します。

知的障害者のための料理教室です。
保護者や指導員と離れてボランティアと一緒に調理します。
知的障害者の休日の居場所づくりに役立ててください。
毛筆で書くことを楽しんでいます。
知的障害者の休日の居場所づくりに役立ててください。
楽しくおしゃべりしましょう。
「スポーツ吹き矢」「水中ウォーキング」などで楽しく身体を動かしま
しょう。

機能回復訓練室でストレッチ体操やリハビリの器械を使っての運動
ができます。

障害者福祉センター 教室案内  2019年度

同好会 （各同好会で会費が必要です。）

※材料費として参加費が必要な場合があります。　※センターの行事や天候などで予定が変更になることもあります。

教　室　名 開催日時 内容と目的

毎火曜日 10：00～12：00

毎金曜日 13：00～16：00

木曜日（月２回の開催） 13：30～15：00

栗クラブパソコン

悠々パソコン

習字同好会

パソコンの同好会です。

パソコンの同好会です。

気持ちを集中して毛筆を楽しみましょう。

お問い合わせ、申込みは尾道市障害者福祉センター  ☎０８４８（２２）８３８５ まで。

　尾道市民のみなさんに福祉センターを知っていただくために
毎月開催しています。尾道市民ならどなたでも参加できます。
※事前申し込みをしてください。

4月「二胡の音色を楽しみましょう」
　安藤さんの二胡の演奏です。二胡ならではの音色を楽しみましょう。
日　時　4月24日（水）　10：00～11：00
場　所　総合福祉センター　1階　和室
講　師　安藤美和子さん　　　　　　参加費　無料

5月「カキラ体操体験」
　福祉センター初のカキラ体操です。自分の骨格を意識して身体を
動かします。興味のある方、気軽に参加してください。
日　時　５月21日（火）　10：00～11：30
場　所　総合福祉センター　１階　和室
講　師　大津章代さん
持参物　タオル、水分補給のお茶　　　参加費　無料

よりあい広場 福祉センター事業

■児童センターの利用・登録について
　就学前のお子さまは、必ず保護者の方とご利用ください。また、
小学生になると一人で来館し、子ども自身が選び・自由に遊ぶこと
の出来る場所です。いずれも利用するには、『名前』『学校名』
『保護者の名前』『自宅の住所』『保護者の連絡先』『緊急連絡
先』などを記入する【登録】が、年度ごとに必要となります。
（４月からが新年度です。）

▼開館時間　10：00～17：00（12：00～13：00の間は閉館）
▼休 館 日　月曜日・祝日・年末年始

■児童センターのあそび
　卓球・一輪車・竹馬・けん玉・お手玉・オセロ
　KAPLAブロック・おはじきカロム・滑り台など

★子どもいけばな教室 受講生募集中！
　2019年度も池坊山陽支部の井上満成先生と進来せい子先
生の生け花教室の体験お稽古が始まります。伝統文化「華道」の
世界を体験し、おうちの中に、季節ごとのいろいろなお花を飾って、
日本の四季を楽しみましょう。
日　時　初回　5月11日（土）　月1回　土曜日　9：30～10：30
場　所　総合福祉センター　2階　会議室
講　師　池坊山陽支部　進来せい子さん、井上満成さん
参加費　10回分　7,000円（花材代、諸経費込み）
対象者　尾道市在住の小学生、中学生
定　員　50名程度
申し込み・問い合わせ　直接来館、電話にて受付中

児童センター
※尾道市在住の障害者手帳をお持ちの方が対象です。

「つどい」
　障害者手帳をお持ちの方の楽しい行き場所、居場所として
開催しています。毎月、内容がかわります。

4月「絵手紙を体験しよう」
　季節のおたよりを絵手紙で！お気軽に体験しませんか。子どもの
日をテーマに描きます。
日　時　4月24日（水）13：30～15：00
場　所　総合福祉センター　1階　作業室
講　師　高畦八重子さん
定　員　15名（定員になり次第しめきります）
参加費　100円

5月「野菜ケーキ！をつくりましょう」
　身体に優しい、目にも美しい野菜ケーキをつくりましょう。
スープ、デザートもあります。
日　時　5月22日（水）10：00～12：30  
場　所　総合福祉センター　3階　調理実習室
講　師　則信喜久子さん
定　員　15名
参加費　300円
持参物　エプロン、三角巾、ふきん、台ふき
※申込みは4/24（水）9：30～電話、窓口で受付けます。
　（定員になり次第しめきります。）

「パソコン入門」参加者募集！
　パソコン初心者の方、スイッチを入れるところからゆっくり習いま
しょう。いつからでも始めることができます。
日　時　毎週金曜日　10：00～12：00
参加費　100円/月
※パソコン持ち込みできる方、優先。

障害者福祉センター

母子・父子福祉センター

就労支援講座  受講生募集
医療事務講座
どなたでも受講できます（尾道市民・ひとり親家庭優先）
日　時　5月17日～9月13日　9：30～12：40
　　　　毎週金曜日　全17回
場　所　総合福祉センター
内　容　病院などの医療機関で働くために必要な知識や技能を

身につけ、資格取得を目指します。
講　師　㈱ニチイ学館
受講料　55,000円（テキスト代込）
　　　　※ひとり親家庭には助成あり
定　員　15名（最少遂行人数10名）
　　　　※最少遂行人数に達しない場合中止となります。
申し込み期限　5月8日（水）
事前説明会　4月19日（金）10：00～11：00
※講座の内容や資格・仕事についての説明をします。
　模擬講義も行います。（申込不要）

「ひとり親家庭の親子交流会」
～にこにこクッキング～

日　時　6月9日（日）10：00～13：00　
場　所　総合福祉センター　３階　調理実習室
参加費　一人300円（材料代）
持ち物　エプロン・三角巾・ふきん・台ふき・マスク・お茶
定　員　15組
申し込み期限　6月４日（火）

60歳からのゆったりバレエストレッチ
　優雅な動きのストレッチで、身体を柔軟にしましょう。
日　時　5月14日(火)　10:00～11:15
場　所　総合福祉センター　4階　大会議室
講　師　向井真弓さん（藤田真弓バレエ教室）
参加費　無料
持ち物　ヨガマットもしくはバスタオル
　　　　動きやすい服装・水分補給用の飲み物
※直接、会場へお越しください。

※尾道市在住60歳以上の方対象です。
※申込受付はご本人のみとさせていただきます。

老人福祉センター

※児童センターは、尾道市在住の0歳から18歳までの子どもたちを
　対象とした施設です。
　子どものための健全な施設で“あそび”を通して子どもの創造性・
　自主性・社会性を育むため色々な活動や行事を行っています。

◎市内在住の障害者手帳をお持ちの方が対象です。



因島支所 ☎ 0845（22）6562　　　瀬戸田支所 ☎ 0845（27）3846

日　時　6月２２日（土）　13：30～15：00
場　所　総合福祉センター　１階　和室
講　師　絵本読み聞かせ講師　上甲 知子さん
託　児　あり（別室）
　　　　※事前申し込み必要【6月１７日（月）締切】
申し込み　電話、窓口でお申込みください
問い合わせ　市社協　地域福祉課　☎0848（22）8385

子育て講演会『絵本で子育て講座』

　少子高齢化が進む中で、地域福祉を支えるボランティア
の存在は大きいものとなっています。しかしながら、ボランティ
アの高齢化が進み、活動者の減少や担い手不足につな
がっています。ボランティア活動を続けていくために、まずは
ボランティア自身が健康で活躍できることが大切です！
　今回の講演は、「健康」をテーマにした内容です。これ
からの人生を楽しく生きていくためにはどうしたらいいのか、
一緒に考えていきましょう。そして、ともに元気な地域を作っ
ていきましょう。

日　時　5月１１日（土）　13：10～14：15
場　所　尾道市総合福祉センター　４階　大会議室
講　師　公立みつぎ総合病院　院長　沖田 光昭さん
参加費　無料　　申込不要：どなたでも参加できます
問い合わせ
　市社協  地域福祉課　☎0848（22）8385

　ブックスタート事業で絵本の読み語りをするボランティアの
ための養成講座です。絵本の読み聞かせに興味のある方、
子どもが好きな方をお待ちしています。一緒に楽しく活動しま
しょう。

日　時　６月11日、18日、７月２日（火）　10：00～12：00
場　所　因島総合福祉保健センター（はっさく交流館）
講　師　元静岡放送アナウンサー　中司 弘子さん
　　　　ブックスタート読み語りボランティア「なのはな」  他
内　容　朗読の基礎、乳幼児との接し方、
　　　　ブックスタートについて
申込期限　６月４日（火）電話、窓口
　　　　　でお申込みください
申し込み・問い合わせ
　市社協　因島支所
　☎0845（22）6562

地域づくり講演会
「ボランティアの楽しさ＆生きがい」

～ボランティアの底力～

『読み語りボランティア養成講座 in 因島』

 暮らしの中の心配ごとや悩みごとを、専門相談員がお伺いします。お気軽にご相談ください。 
相談担当 相 談 日 時 相談内容 

法律（弁護士） 13：00～16：10（約30分） 財産・相続・金銭貸借・離婚等の法律に関すること 

法律（司法書士） 13：00～16：10（約30分） 登記・相続等の手続きに関すること 
法律（元調停委員） 

要
予
約 13：00～15：50（約40分） 離婚・相続等調停に関すること 

法律（元公証人） 13：00～16：10（約30分） 相続・遺言書に関すること 
傾聴ボランティア コスモス
（こころの悩みごと） 

4/17、5/15、6/19
毎月1日から予約受付
5/16、6/13、7/11
5/7、6/4、7/2
4/19、5/17、6/21

毎週月曜日 10：00～16：00 悩みごと、心配ごとなど、じっくりとお伺いします 

場所：総合福祉センター１階　〔予約受付：☎0848（21）0322  平日9～17時まで〕 福祉総合相談福祉総合相談福祉総合相談

【くらしサポートセンター尾道】 様 な々理由で生活にお困りの方のご相談を受け付けています。お気軽にお問い合わせください。
　受付日時　＜総合福祉センター＞月～金（祝日、12月29日から翌年1月3日までを除く）９時～16時
　　　　　　＜因島出張相談＞毎月第１水曜、第３水曜（予約制） ご相談、お問合せ　☎ 0848（21）0322

　ふれあいサービスは暮らしの中での「ちょっとした困りごと」
をお手伝いする「お互いさま」の有償ボランティア活動です。
　困ったときに、身近に手助けしてくれる人がいると安心で
すよね。
　今あなたの手助けを必要としている人のために！
　あなたが誰かの手助けを必要とする時のために！
　お互いさまの活動の輪を広げていきましょう。
　資格や経験は問いません。一緒に学び語りましょう。

日　時　5月22日（水）　10：00～11：30
場　所　因島総合福祉保健センター
　　　　（はっさく交流館内）　3階　会議室
対　象　サービス会員として因島地域で活動できる方
申込期限　5月20日（月）

申し込み・問い合わせ　
　市社協  因島支所　☎0845（22）6562

平成31年度
住民参加型

ふれあいサービス

時　間

10：00～11：30

内　容
・お互いさまの輪を広げよう！
　～子どもから、孫の世代まで安心して生活
　するために～
・住民参加型ふれあいサービス事業説明
・サ―ビス会員体験談

サービス会員養成講座  ～in因島～

安心して暮らせる「地域」を目指して
～生活介護支援サポーター養成講座～　報告&募集

　安心して住みやすい地域ってどんな地域ですか？
　5年先・10年先・20年先にも、「自分そして家族も住みやすい地域」に
ついて考え、真剣に取り組む時期に来ています。
　市社協では、住みやすい地域について考え取り組む、生活介護支援サ
ポーター養成講座を平成24年から毎年行い、現在18地区社協で80回の
講座を開催し、438名のサポーターが登録しています。
　今年度は、木頃・市・河内地区社協で講座を実施し、新たなサポー
ターが誕生しました。
　一人ひとりの思いを、地域でつなぐ事ができるように、地区社協ごとに
講座を開催し仕組みづくりのお手伝いをしています。
　安心して暮らせる地域づくり
は、自分自身のためです。
　講座開催希望の地区社協
は、早めにお問い合わせくだ
さい。

問い合わせ
　市社協　御調支所
　☎0848（76）1231

因島版わが町探究隊を終えて
　２月１日、22名の会員が『因島版わが町探究隊』として、瀬戸田を
視察研修しました。これは、尾道ボランティアネットワークで今年度
企画した『わが町探究隊しまなみ編、やまなみ編』からヒントを得て、
瀬戸田の魅力ある場所を案内して頂きました。
　この日は天気も良く、向上寺の国宝三重塔、レンタサイクル施設で
若者の寄合場所になっている汐待亭。宿泊施設にリノベーションし、
今後の町おこしに期待されているかつての豪商堀内邸の説明を聞き
ながら、レモンケーキの買い物を楽しみつつ、しおまち商店街を散策
しました。個人ではなかなか見る事の出来ない、光明坊の宝物館の

拝観や、旧南小学校の有効活用されている様子を見学するな
ど、とても有意義な研修となりました。
　参加者からは、「思いをもって島に来て、新しい風を吹かせ、
地域の活性化に向けて、一緒に活動している協力隊員がいる
のが羨ましい。」「お隣なのに初めて知った事や発見した事に
驚き感心した。」「志を同じくする仲間と交流ができ、参加して
良かった。」と大好評でした。
　１日かけて案内してくださった、地域おこし協力隊の森さん
はじめ関係者の皆さん、本当にありがとうございました。

因島ボランティア連絡協議会

木頃地区

市地区河内地区



御調支所 ☎ 0848（76）1231　　　向島支所 ☎ 0848（45）2113 行事の申し込み・お問い合わせは ☎ 0848（22）8385へ

（敬称略）

赤い羽根共同募金へ
ご協力いただいた企業・団体

（平成31年1月21日～平成31年3月20日受付分）

山本　　篤  金一封
匿　　　名 （２件） 金一封

尾道市災害義援金
（平成31年1月21日～平成31年3月20日受付分）
（敬称略・順不同）

ご協力ありがとうございました

尾道　（有）林原工業

日　時　４月17日（水）13：30～15：30
場　所　総合福祉センター４階大会議室
講　演　｢認知症と共に生きるということ｣
講　師　認知症本人のための相談窓口「おれんじドア」代表
　　　　公益社団法人認知症の人と家族の会宮城県支部会員
　　　　日本認知症ワーキンググループメンバー
　　　　自動車販売会社ネッツトヨタ仙台勤務
　　　　丹野 智文 氏
　　　　（39歳の時に「若年性アルツハイマー型認知症」と診断される）
申し込み　必要
主　催　広島県認知症指導者会 尾三ブロック
後　援　尾道市
申込み・問い合わせ先　広島県認知症指導者会
　　　　　　　　　　担当　☎080-1640-7293（川原）

（平成31年1月21日～平成31年3月20日受付分）

【本所受付分】

（1月分）

冨保　誠司 （吉和町　亡父　泰） 金一封
山根　武士 （浦崎町　亡妻　敏子） 100,000
岡田　善孝 （木ノ庄町　亡母　美耶子） 金一封
檀上　洋子 （浦崎町　亡夫　正好） 金一封
笹井　冽子 （美ノ郷町　亡夫　功） 金一封
髙山　勝登 （原田町　亡妻　邦子） 金一封
津田　　悟 （美ノ郷町　亡父　昭） 金一封
山戸　秀徳 （美ノ郷町　亡母　オカツ） 金一封

（2月分）

後藤  芳久 （日比崎町　亡母　道子） 金一封
内正　好彦 （木ノ庄町　亡母　ミネコ） 金一封
下谷　正博 （木ノ庄町　亡父　一眞） 100,000
高垣　一夫 （木ノ庄町　亡母　幸子） 金一封
寺岡　英樹 （山波町　亡父　髙茂） 金一封
砂村　康治 （栗原町　亡母　喜多子） 金一封
松若　喜子 （浦崎町　亡夫　武士） 金一封
中村　　勉 （原田町　亡義父　神原輝三） 金一封
吉原　美代 （向東町　亡夫　正典） 金一封
姥迫　憲吾 （美ノ郷町　亡父　稔） 金一封
浜本マス子 （向東町　亡夫　孝夫） 金一封
石本　久夫 （向東町　亡妻　京子） 金一封
高垣　哲也 （木ノ庄町　亡父　裕人） 金一封
原　あけみ （美ノ郷町　亡弟　殿山義信） 金一封
佐藤　義輝 （原田町　亡妻　シヅエ） 金一封
井上　睦仁 （高須町　亡母　敦子） 金一封
平岡　良和 （潮見町　亡父　久義） 金一封

（3月分）

田頭　和典 （浦崎町　亡父　謙蔵） 金一封
髙須　澄子 （原田町　亡夫　圭） 金一封
藤井　新三 （向東町　亡父　信雄） 金一封
豊田　寿生 （浦崎町　亡父　祝弘） 金一封
山本　朝子 （向東町　亡夫　豊） 金一封
三浦佐智子 （山波町　亡母　直枝） 100,000

【御調支所受付分】

（1月分）

堀川　初子 （木ノ庄町　亡父　掛定） 金一封

（2月分）

日野　定芳 （御調町本　亡母　ヒサヱ） 金一封
寅丸　浩志 （御調町大田　亡伯母　タヅエ） 金一封

川上　眞治 （御調町今田　亡母　八千代） 金一封

（3月分）

下久吉賢司 （御調町津蟹　亡父　義隆） 金一封
田中　久勝 （御調町市　亡父　緑） 金一封
植田　　稔 （御調町大塔　亡母　信永春美） 金一封

【向島支所受付分】

（1月分）

村上　靖子 （向島町　亡夫　繁二） 金一封
髙原　　稔 （向島町　亡母　年枝） 金一封
西部　信子 （向島町立花　亡妹　林アケミ） 金一封
井上　和朗 （向島町　亡母　美子） 金一封
髙原　博和 （向島町　亡母　ミトリ） 金一封
西垣内紀子 （向島町　亡夫　一） 金一封
小田切良子 （向島町立花　亡夫　清） 30,000
匿　　　名 （1件） 金一封

（2月分）

吉兼　忠則 （向島町　亡母　タツ子） 金一封
槇　　一彦 （向島町立花　亡父　幹夫） 金一封
小口　義孝 （向島町岩子島　亡父　信雄） 金一封
藤田総一郎 （向島町　亡父　廣） 金一封
髙橋　秀明 （向島町　亡母　ヒデコ） 金一封
半田　豊子 （向島町　亡夫　敬士） 金一封
松見　紀子 （向島町　亡夫　増之） 金一封
稲荷　辰彦 （向島町　亡母　タケヨ） 金一封
匿　　　名 （1件） 金一封

（3月分）

烏星　慶行 （向島町岩子島　亡母　幸枝） 金一封
舟橋　敬二 （向島町　亡父　富三） 金一封
本村　博三 （向島町　亡母　ハスノ） 50,000
新田　　兌 （向島町　亡長男　剛士） 金一封

【因島支所受付分】

（2月分）

宮地　豊子 （因島中庄町　亡母　百合子） 金一封
酒井　稔裕 （因島大浜町　亡母　テツ子） 金一封
酒井　義英 （因島大浜町　亡妻　八重子） 金一封

（3月分）

村上　哲朗 （因島中庄町　亡母　八重子） 金一封
中河　清志 （因島中庄町　亡母　ミサコ） 金一封
青木　章子 （因島大浜町　亡夫　亮介） 金一封

【瀬戸田支所受付分】

（2月分）

荻谷　純子 （瀬戸田町高根　亡夫　利博） 金一封
中村　勝志 （瀬戸田町荻　亡父　利男） 金一封
金本千鶴惠 （瀬戸田町福田　亡夫　秀喜） 金一封
金本　裕之 （瀬戸田町福田　亡父　好孝） 金一封
川原　洋美 （瀬戸田町荻　亡母　清子） 金一封
松本　和男 （瀬戸田町中野　亡父　忠） 金一封

一般寄付

天女浜地区有志（向東町） 2,131
匿　　　名 （2件） 金一封

市社協指定寄付金（計） 638,000

地区社協指定寄付金（計） 1,415,131

団体会員

瀬戸田町身体障害者福祉協会

賛助会員

（株）カタオカ
広島県小中企業家同友会尾道支部青年部会
鷲見　勝司
井川　　等

市社協の運営に対しまして、ご理解とご協力を
いただきました賛助会員・団体会員の方々です。
（平成31年1月21日～平成31年3月20日受付分）

（敬称略）

平成31年度 尾道市社会福祉協議会の事業計画と予算の概要
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り
事
業
、
子
育

て
支
援
事
業
、
住
民
参
加
型

有
料
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
を

実
施
し
て
、
市
民
の
理
解
を

深
め
、
地
域
福
祉
活
動
へ
の

市
民
参
加
と
協
力
体
制
の
充

実
を
図
って
ま
い
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
所
に
お
い

て
は
人
材
確
保
等
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
と
す

こ
と
な
く
、
関
係
機
関
や
地

域
住
民
等
と
連
携
し
な
が
ら

自
立
支
援
に
資
す
る
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供

し
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
事

業
所
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
効
率
性
・
収
益
性

を
意
識
し
て
拠
点
の
集
約
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

丹野 智文氏　認知症講演会
【広島県認知症介護実践リーダーフォローアップ研修】

総額  763,971千円前期末支払資金残高
5,290千円（0.7％）

積立資産取崩収入
35,025千円（4.6％）

その他の活動による収入
7,248千円（0.9％）

その他の収入
2,505千円（0.3％）

受取利息配当金収入
7,082千円（0.9％）

障害福祉サービス収入
46,342千円（6.1％）

会費収入
8,697千円（1.1％）

法人運営事業
137,595千円
（18.0％）

地域福祉事業
224,487千円
（29.4％）

寄附金収入
6,619千円（0.9％）

補助金収入
132,619千円
（17.4％）

受託金収入
170,570千円
（22.3％）

事業収入
3,167千円（0.4％）

負担金収入
5,003千円（0.7％）

支出収入 居宅介護等事業
401,889千円
（52.6％）介護保険収入

333,804千円
（43.7％）

　認知症の基礎知識や接し方を、テ
キストに添って分かりやすく学びます。
介護者の体験発表もあります。

日　時　5月29日（水）13：30～15：30
場　所　総合福祉センター ４階
　　　　集団指導室
講　師　尾道市認知症キャラバン・
　　　　メイト連絡会
参加費　100円（テキスト代）
申し込み　尾道市社会福祉協議会
　　　　☎0848（22）8385

認知症
サポーター
養成講座
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行事等の申し込み・お問い合わせは ☎ 0848（22）8385へ

ボランティア講習会受講生募集ボランティア講習会受講生募集
～講習会修了後はボランティアとして活躍しよう～

手話通訳者奉仕員養成講座（入門・基礎）
～手話を学びボランティアをはじめませんか～
日　時　5月16日～3月5日　19：00～21：00
　　　　毎週木曜日（全35回）
場　所　総合福祉センター
※参加費（テキスト代）として3,240円が必要です。

点字1日体験講座
　点字ってどんなもの？と思われている方や点訳ボラン
ティアに興味のある方、ぜひ一度体験してみませんか。
たくさんの参加お待ちしています。

日　時　5月8日（水）　10：00～12：00
場　所　総合福祉センター

朗読講習会
～目の不自由な方に、あなたの声で　　　
　　　多くの情報を届けていきませんか～

■向　島
　日時　6月14日～10月25日　10：00～12：00　　　
　　　　第2・第4金曜日（全10回）
　場所　向島愛あいセンター

■御　調
　日時　5月30日～8月8日　13：30～15：00
　　　　毎週木曜日（全5回）
　場所　みつぎいこい会館

※参加費（テキスト代）として300円が必要です。

要約筆記者養成講座
～耳の不自由な人へ文字で伝えるボランティア～
■尾　道
　日時　6月1日～10月26日　13:30～15:00
　　　　第1・第3土曜日
　場所　総合福祉センター

■御　調
　日時　5月22日～10月23日　15:30～16:30
　　　　第2・第4水曜日
　場所　みつぎいこい会館

手話講習会（入門）
■尾　道
　日　時　5月17日～9月13日
　　　　　10：00～12：00
　　　　　毎週金曜日（全17回）
　場　所　総合福祉センター

■向　島
　日　時　5月22日～9月18日
　　　　　19：00～21：00　　　　
　　　　　毎週水曜日（全17回）
　場　所　向島愛あいセンター

■御　調
　日　時　5月11日～7月20日
　　　　　13：30～15：30
　　　　　毎週土曜日（全10回）
　場　所　みつぎいこい会館

■因　島
　日　時　5月20日～9月30日
　　　　　19：00～20：30
　　　　　毎月月曜日（全10回）
　場　所　土生公民館

※参加費（テキスト代）として3,240円が必要です。

点字講習会
～点字を学びボランティアをはじめませんか～

■尾　道
　日時　5月15日～7月17日　10：00～12：00
　　　　毎週水曜日（全10回）
　場所　総合福祉センター

■向　島
　日時　6月13日～11月28日　19：00～21：00
　　　　第2・第4木曜日（全10回）
　場所　向島愛あいセンター

■因　島
　日時　5月8日～10月23日　18：30～20：00
　　　　第2・第4水曜日（全10回）
　場所　因島市民会館

※参加費　テキスト代として1,080円が必要です。

上記ボランティア講習会・点字1日体験講座の申込みは、☎ 0848（22）8385へ

1名の申込でも講座を開講いたします。

　
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
連

絡
協
議
会
が
主
催
す
る
「
平
成

30
年
度
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ

ラ
バン
報
告
会
」が
２
月
２
日（
土
）

東
京
都
千
代
田
区
の
砂
防
会
館

で
開
催
さ
れ
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
回
数
が
住

民
キ
ャ
ラ
バン
・
メ
イ
ト
部
門
で
年

間
22
回
（
累
計
講
座
開
催
回
数

１
８
５
回
）の
講
座
を
開
催
し
、

全
国
１
位
で
あ
る
と
し
て
、
尾
道

市
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

連
絡
会
の
川
原
マ
リ
コ
さ
ん
が
全

国
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度

表
彰
さ
れ
た
小
林
富
美
子
さ
ん
に

続
き
、
２
年
連
続
で
尾
道
市
の

キ
ャ
ラ
バン
・
メ
イ
ト
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
尾
道
市
で
は
、
認
知
症
の
人
や

家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
で
き

る
だ
け
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
、
認
知
症
を
正
し
く
理

解
し
認
知
症
の
人
の
気
持
ち
に
寄

り
添
い
な
が
ら〝
地
域
ぐ
る
み
で

支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
〞を
進
め

て
い
ま
す
。
各
地
域
で
は
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー（
オ
レ
ン
ジ
メ
イ
ト
）

が
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ（
認
知
症
カ

フ
ェ
）
を
開
設
し
開
催
す
る
な
ど
、

地
域
で
つ
な

が
り
支
え
合

う
輪
が
少
し

ず
つ
拡
が
って

い
ま
す
。

　
現
在
、
尾
道
市
内
に
21
か
所
の
オ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ（
認
知
症
カ
フ
ェ
）
が
開
設
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
３
月
27
日
（
水
）に
は
、
原
田
町
の
高
齢

者
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ひ
か
り
苑
リ
ラ
ッ
ク
ス

ル
ー
ム
を
会
場
に「
ひ
か
り
カ
フ
ェ
」
が
オ
ー

プ
ン
し
、
約
40
名
の
参
加
者
が
情
報
交
換

や
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
尾
道
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、新
規
カ
フ
ェ
の
立
ち
上
げ
・
運

営
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
尾
道
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
８
４
８（
22
）８
３
８
５

「
尾
道
市
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
連
絡
会
」の
活
動

表彰式に参加の川原マリコさん

講
座
開
催
回
数

上
位
キ
ャ
ラ
バ
ン

・
メ
イ
ト
と
し
て

２
年
連
続

全
国
表
彰
!!

キャラバン・メイトの皆さんと！

「サポーターになったよ！」(三成小)

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

行って
   みよう！！

始めて
   みよう！！

（
矢
吹
知
之
／
ベ
レ・ミ
ー
セ
ン
編
著 

認
知
症
カ
フ
ェ
企
画
・
運
営
マ
ニュ
ア
ル
よ
り
抜
粋
）

　
地
域
の
人
が
認
知
症
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
、ひ
と
り
の
地

域
住
民
と
し
て
支
え
合
う
た
め

の
つ
な
が
り
の
場
で
あ
り
、そ
の
た

め
に
必
要
な
情
報
交
換
が
行
わ

れ
る
場
で
す
。こ
れ
ま
で
の
活
動

と
の
大
き
な
違
い
は
、子
ど
も
か

ら
大
人
、高
齢
者
と
いっ
た
世
代

の
枠
を
超
え
て
、認
知
症
で
あ
る

か
そ
う
で
な
い
か
と
い
う
線
引
き

を
せ
ず
、誰
も
が
参
加
で
き
る
間

口
の
広
さ
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、

ど
ん
な
人
で
も
受
け
入
れ
る
ハ
ー

ド
ル
の
低
さ
が
あ
り
ま
す
。「
支

援
す
る
、支
援
さ
れ
る
」と
い
う

関
係
で
は
な
く
、水
平
の
関
係
で
、

専
門
職
も
一
緒
に
情
報
交
換
を

行
う
、「
認
知
症
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
た
集
ま
り
で
す
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ（
認
知
症
カ
フ
ェ
）の
特
徴


